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1　はじめに

　私達は、現在社会的に取り上げられている、看護婦

の人手不足、不規則な勤務体制、過密な業務内容等が

どのような負担となって現れているのか考えてみるこ

とにした。

　ラザルスは「1）ストレスの定義は人間と環境との間

の関係を強調するものである。」と述べている。さら

に「2）極端な環境条件が殆どの人にストレスとなるの

は事実である。」と述べている。

　そこで私達は環境条件の違いによる、ストレスの差

を調べようと考え「身体的」　「精神的」　「業務内容」

の視点から調査、検討したので、ここに報告する。

ll研究方法

　1．期間

　　1回目一平成5年8月13日～同年8月20日

　　2回目一平成5年10月7日～同年10月12日

　2．対象

　　ll上東病棟看護婦21名

　3．方法

　　無記名回答質問用紙法によるアンケート（有効回

収率100％）

　アンケート作成は、安岡3）4）のストレス度チェック

表及び、5）本院看護業務分類表と1）看護度に関する調

査表（表1）を活用した。アンケート調査は、看護度

の低い時期（1回目）、高い時期（2回目）の計2回

施行した。　（グラフ1）又、アンケート1においては、

自由記載の為、傾向を知る上でキーワードを抜粋し集

計した。

皿　結果

　アンケート1で「あなたにとってストレスとは何だ

と思いますか。」では、1，2回目（以後①、②とす

る）共に最も多かったキーワードが、「負担」で①は

19％、②は33％で約2倍近くあった。

　又、　「大学病院ナースとして、あなたはどんなこと

にストレスを感じますか。」では、「医師との連携」が

①は28％、②は60％、「患者との対応」が、①は28％

②は40％と男方②の方が高値を占めていた。

　そこで私達は、看護度の低い時期よりも高い時期の

方がストレスが高いという仮説を立てた。そして、ア

ンケートll～IVに関しては平均値の差の検定を行った。

（表2）そこで、アンケート集計の分布の平均値に有

意差が出なかったものは、身体的、精神的ストレスと、

業務内容の中の「医療介助」　「雑務」であった。又、

有意差がでたものは、業務全般とその中の「直接看護」

「間接看護」　「業務」　「待機」であった。

IV　考察

　私達は、看二度とストレスとの関係を「身体的」

「精神的」　「業務内容」を視点に調査検討した結果、

以下のことが考えられた。

1．身体的、精神的ストレスについて

　フレンチとカプランによれば、「6）職業上のストレ

スに関連した個人一環境適合性を左右する1っの要因

はその人の能力と技術が職業上の要請にどれだけ応じ

られるかである。」と述べている。

　当病棟では、術前後、回復期、急変時、ターミナル

と多様な患者が入院している。そこで働く私達は、ど

の状況にも対応できるような能力、技術が要求される。

その実践の為、私達はストレスが大きいと考えていた。

　しかし、アンケートll、皿より看護度の高低が身体

的、精神的に及ぼす影響に関連性がないことが証明さ

れた。結果の理由として私達は次のことが考えられた。

　①外科で働くということに対し、状態の変化や仕事

の展開が早いというイメージ化をしている。

　②当病棟での勤務が根本的に好きである。

　③各自が心身をコントロールできている。

　④手術をした患者が元気に退院していくと充実感が

ある。

　⑤外科は、術前後、回復期、急変時、ターミナル期

等の多様な患者と出会い勉強になる。

　看護度に関わらず、ストレスが一定であるという結

果は、上記①～⑤と、個々がそれぞれのストレス解決
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法を見出し対応しているということが反映されており

これは環境適合性を表していると考えられる。

2．業務内容におけるストレスについて

　アンケートIVの結果で、直接患者に関わらない「医

療介助」　「雑務」という項目において、看護度の低い

時期よりも高い時期の方がストレスが高いという私達

の仮説とは反対の結果がでた。私達は、看護度の高い

時は、患者にゆとりをもって関わることは困難なこと

もあり、自分の理想とした看護ができないと感じてい

る。一方、看護度が低い時には1人に要する時間も多

くなり、ベッドサイドでの看護を充実させようとする

余裕がでる。そして、行動しようとするが、他の用件

が入ればできない場合がストレスとなっていると考え

られる。例えば癌と告知されている患者と充分な対話

をもとうとしている時である。そのような時に廻診、

点滴介助や処置の後片づけ等を依頼されれば患者との

対話の時間を中断する場合がある。そして、患者が看

護婦に対し「看護婦さんは忙しいから。」と開こうと

した心を閉じてしまう場合もある。このようなことが

積み重なって生じたものと考える。

　反対に、業務内容の最も有意性が出た部分が、　「待

機」という項目である。当病棟は外科系の為、術前後

の患者が大半を占めている。だから医師との関係では

術前後の患者が多い時期は指示が遅れることもあり、

患者の状態の変化に迅速に対応できなく、患者からの

不満の訴えがきかれる場合がある。又、内服薬や治療

の変更、今後の方向性等患者や家族が医師に説明を希

望するが即答がなく、私達が対応に苦慮する場合もあ

る。

　又、患者との関係では、高齢者や介助を要する場合

検査、処置、手術等の定刻に間に合わなくなることが

多々ある。そこでの調整役である私達が円滑に施行で

きるよう配慮するストレスは、大きいものがある。以

上のような状況が重催してストレスとなるのであろう

と考える。

V　まとめ

　1．看護度の違いが身体的、精神的にストレスとな

って及ぼす影響に変化はみられなかった。これは、心

身共に常に万全の状態でなくてはならなく、環境適合

性を表しているものと考える。

　2．業務内容の種類によっては、看護度の高低によ

りストレスの感じ方に違いがみられた。

　　①有意性の現れなかったものは「医療介助」　「雑

務」という項目であった。これはまず、業務内容が直

接患者に関わらない業務である。患者にゆとりを持っ

て関わろうとする時に、これらの為に患者との時間を

中断しなければならないジレンマとなって現れる為と

わかった。

　　②有意性の最も現れたものは、「待機」という項

目であった。これは、指示の遅れで医師を待ったり、

介助を要する患者の行動を待ったり、患者、医師との

間に挟まれ、両者の調整役として配慮しなければなら

ない為とわかった。

VIおわりに
　より良い治療、看護を施行するには、患者を中心と

した医療スタッフの充分な連携が必要である。看護婦

は、その調整役として迅速かっ適切な対応をとる役割

を担う。その為には、常日頃よりその環境が自分達の

ストレスにならないように努めるべきである。

　今回の研究結果では、現状の把握にとどまったが、

今後は、ストレスの解決策についても研究していきた

い。

　最後に、今回の看護研究にあたり御指導して頂いた

内海教授に、深く感謝いたします。
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〔表1〕

　　　　　凱陣度に心す’る醐査喪肥入要領

　〈爵己入硬領＞
　　1．耳当欄に【0】をつけて下きい。

　　2．診療科目欄には「内科～内」「外科～外」「整形外科～整」のように

　　　記入して下きい。

　　3．病名欄に主病名のみ、診断が未定の鳩合はOO疑いと記入して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘱
蝦　料護鰻繋程度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　A：絶えず観察をしなければならない。　　　　　　　　　　　　　　，

　　　B：1～2時闘海に眼察をしなければならない。

　　　C＝特に賊察を構競する必要はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

楽　生括の自由度

　　　竃＝常に寝たまま　　　　11　tベットで休を起こせる

　　　lll：病：窒で歩行がで掌る　　IV：直濡生括に殆ど不自山がない

　（例》・取椅子を使用すればトイレに行ける｛IV｝

　　　　　・三宿の人で日常生活は1人でしている人‘1V）

　　　　　・松葉杖を使用すればトイレに行ける（IV⊃

　　　　　・安締度娩刺のある人は安静麿層間．内の行勒をもガr

　　　　　　Ψ9断ずる

楽　伽考欄には藩号を記入して下さい

　　　1．OP．月日

　　　2．人工呼吸閤使用orモニター戦蒲

　　　3．意職レベル低下（夜寒’せん寮）

　　　4・1Vll揮入中or顛披ポンプ
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〔グラフ1〕　看護度調査結果　　微看護度B　　iiii看護度C

　　　　O　10　20　30　40　50　60　70　80　90　10（（％）

10月雛灘揚揚嚢藍嚢嚢嚢

〔表2〕　アンケート集計結果

平　　均 分　　散 標準偏差

8月 10月 8月 10月 8月 10月
平均差t値

アンケート　H 6．0 6．0 ＆4 14．9 3．0 4．0 0．0

アンケート　皿 7．6 7．7 7．3 ll．0 2．8 3．4 0．5

アンケート　N 142．4 145．3 512．3 423．0 23．2 21．1 1．9

IV一直接看護 84．2 86．1 275．7 189．9 17．0 14．1 1．8

IV一間接看護 16．0 16．5 20．9 11．9 4L7 3．5 1．8

IV一医療介助 14．2 13．6 10．5 13．1 3．3 3．7 一2．5

IV一事　　務 10．2 10．7 5．2 4．9 2．3 2．3 3．2

IV一雑　　務 7．6 7．5 3．2 3．8 1．8 2．0 一〇．8

IV一越　　機 10．2 lLO 4．7 ＜L7 2．2 2．2 53

　　　　　　　　　　　　　す舳度即

@　　t値を分布に表

と

　　　　ヨ．684
@－2．5　　　i　　－0．8
i医療介助）　　i　　（雑務）　　　　　　…

@　　　　　i　　　　　　…8月の方が　　iストレスが大きい項目i　　　　　　：

　　　　1．684
O．5　　　　　　　　　　　i　l．8　1．9　　　　　　3．2　　　　　　　5●3

i皿）　　　　i（鹸）（IV）（事務）　（待機）

@　　　　i（騰護）

@　　　　…
…i　　lo月の方が

一61一


